
今
年
は
、
日
蓮
大
聖
人
第

七
四
二
遠
忌
で
す
。
令
和
２

年
か
ら
４
年
ま
で
の
３
回
は

住
職
、
副
住
職
と
住
職
兄
の

僧
侶
３
名
の
み
の
、
無
参
拝

に
よ
る
法
要
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
久
々
に
、
開
経

偈
、
方
便
品
、
自
我
偈
、
欲

令
衆
、
訓
読
、
団
扇
太
鼓
を

打
ち
な
が
ら
唱
題
、
宝
塔
偈

と
堂
内
に
お
経
の
声
が
響
き

渡
り
、
住
職
に
よ
る
大
聖
人

報
恩
回
向
を
最
後
に
45
分
の

法
要
を
終
え
ま
し
た
。

法
話
で
住
職
は
、
「
40
数

年
前
の
７
０
０
遠
忌
で
多
く

の
日
蓮
宗
寺
院
で
は
、
本
堂

や
庫
裡
の
建
設
な
ど
ハ
ー
ド

面
の
記
念
事
業
が
な
さ
れ
た

が
、
光
政
寺
は
そ
れ
が
で
き

ず
『
日
曜
朝
勤
』
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
今
も
檀
信
徒
３
名

と
寺
族
に
よ
り
細
々
と
続

く
。
参
加
者
が
増
え
て
欲
し

い
。
あ
と
８
年
後
に
は
、
宗

祖
没
後
７
５
０
年
の
大
き
な

節
目
を
迎
え
、
日
蓮
宗
を
あ

げ
て
行
事
が
行
わ
れ
る
で
し

ょ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

「
檀
信
徒
が
集
え
る
よ

う
、
お
寺
の
行
事
を
企
画

し
、
時
間
短
縮
を
考
え
る

の
で
な
く
、
法
話
や
食
事

会
を
計
画
し
て
欲
し
い
」

と
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

来
年
こ
そ
は
、
コ
ロ
ナ

禍
前
の
行
事
を
ご
案
内
し

た
い
も
の
で
す
。

平
成
元
年
９
月
の
彼
岸
法

要
の
法
話
で
、
副
住
職
下
井

泰
全
は
「
平
成
五
年
、
光
政

寺
は
開
山
３
７
０
年
、
開
山

聖
人
３
５
０
遠
忌
を
迎
え
ま

す
。
檀
信
徒
の
総
力
に
よ
り

何
ら
か
の
記
念
事
業
を
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と

お
願
い
し
た
。

平
成
２
年
１
月
、
総
代
会

に
お
い
て
寺
側
の
希
望
が
確

認
さ
れ
る
。

①
本
堂
の
屋
根
に
痛
み
に
よ

る
雨
漏
り
の
心
配
が
あ
る
。

②
檀
信
徒
が
気
持
ち
よ
く
使

え
る
広
い
客
間
が
な
い
。

こ
の
二
点
を
受
け
、
護
持

会
の
会
長
・
副
会
長
な
ど
役

員
七
人
の
集
ま
り
（
七
人

会
）
が
あ
り
、
護
持
会
世
話

人
会
の
前
に
原
案
を
ま
と
め

て
き
た
。
平
成
２
年
の
護
持

会
総
会
は
３
月
の
お
彼
岸
法

要
後
に
開
催
さ
れ
、
記
念
事

業
推
進
委
員
が
確
認
さ
れ
、

総
会
後
第
１
回
目
の
委
員
会

が
開
か
れ
る
。

同
年
４
月
14
日
に
は
、
寺

町
最
善
寺
、
旭
町
光
明
寺
、

北
吉
津
町
妙
政
寺
の
近
隣
３

寺
院
を
訪
問
し
た
。
い
ず
れ

も
大
寺
院
で
檀
家
も
多
く
、

圧
倒
さ
れ
て
帰
る
。

二
週
間
後
の
４
月
28
日
、

神
辺
町
の
あ
る
お
寺
を
訪
ね

る
。
ご
住
職
の
お
話
に
よ
る

と
光
政
寺
の
半
分
の
檀
家
数

で
あ
り
な
が
ら
、
本
堂
と
庫

裡
が
新
築
さ
れ
て
い
た
。

「
神
辺
の
お
寺
に
比
べ
、
光

政
寺
は
２
倍
の
檀
家
が
あ

る
。
元
気
を
出
そ
う
」
と
委

員
会
の
空
気
が
一
変
し
た
。

６
月
２
日
、
左
上
の
事
業

計
画
３
案
が
示
さ
れ
、
６
月

16
日
に
は
、
事
業
計
画
案
に

つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
、
現

在
の
木
造
本
堂
を
大
切
に
し

た
い
と
の
意
見
が
多
数
を
占

め
、
本
堂
改
修
、
庫
裏
新
築

の
第
３
案
に
ま
と
ま
っ
た
。

同
時
に
、
業
者
選
定
に
つ
い

て
も
話
し
合
わ
れ
た
。

７
月
14
日
、
福
山
市
近
郊

の
寺
社
建
築
に
実
績
の
あ
る

「
平
和
建
設
」
を
設
計
監
理

・
施
工
業
者
と
す
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
る
。
一
方
、
檀
信

徒
平
均
勧
募
額
に
つ
い
て
の

協
議
が
進
む
。

総
額
を
１
億
百
万
円
と

し
、
世
帯
数
２
０
０
世
帯
、

光
政
寺
が
４
０
０
０
万
円
余

を
支
出
し
、
６
千
万
円
÷
２

０
０
世
帯
＝
30
万
円
を
世
帯

当
た
り
の
平
均
額
と
し
た
。
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お墓そうじの会

12月10日(日)
清掃 午前8時～
読経 午前8時30分～

(約10分)
年末年始を控えての掃
除の会です。お誘いあわせ
の上ご参加ください。

39
名
の
参
拝
に
よ
り
厳
修

本
堂
・
庫
裡
大
改
修(

平
成
元
年
～
四
年)

光

政

寺

の

戦

後

復

興

11
月
23
日

お
会
式

信行講座
12月7日(木)
午後２時～４時
霞町ローズコム

４階

会 費 ５００円
教材費 ２００円

演題①

いのちに合掌
演題②

法華経の解説

令
和
六
年
新
春
を
迎
え
て

を
ご
活
用
く
だ
さ
い完成図

事 業 計 画（案)
第1案 本堂(平屋・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造）新築

庫裡(木造100坪)新築…1億3千万円
第2案 本堂(2階建・2階本堂、1階書院）新築

庫裡(木造65坪)新築…1億3千3百万円
第3案 本堂改修（屋根葺替え、向拝・回廊・

位牌室増設・天井張替）

客殿(木造90坪)新築 …1億円


